太秦伝説（ウズマサデンセツ）

（森柾樹さんの記録より）2002年5月

第１５代応神天皇（倭王讃）今から１７００年前秦韓王国功満王が新羅に圧迫され、その子融通王（日本名弓月王）の下、秦氏は１２７県の人民（約3,500名）を従え日本に渡来し、以後１６代仁徳（倭王珍）、２１代雄略（倭王武）天皇に至るまで来日し続け、秦氏一族は18,000人を超え、天皇は一族を京都に住まわせた。その地を太秦という。

太秦（ウズマサ）のウズは、ユズの意味であり、弓月の民のユズから来ている。又古代中国ではローマ帝国の首都ローマを大秦の名前で呼び、太秦と大変よく似た漢字が当てはまる。

太秦にある広隆寺は昔秦公寺（ハタキミデラ）と呼ばれ、その意味は（古いユダヤの寺）と理解される。

広隆寺を建立したのは聖徳太子の側近である秦河勝（ハタカワカツ）で、河勝は秦の始皇帝（ユダヤ人との混血）の子孫とも云われており、一族には背高く鼻が高いものが多かったこともあり、ユダヤ（シナ系）移民の民ではないかという説がある。

広隆寺の守護神として大酒神社があり、古くは大辟神社、より古くは大闢神社と書いた。この大闢という字は旧約聖書を支那語で書くとき“ダビデ”と同じ書き方をする。

寺の横にイスライと呼ばれる井戸があり、イスラエルという言葉から名付けられたのではないか。更に境内（現蚕の杜）には三本足の石鳥居があり、この形が古代ユダヤ人が好んだ紋章であると言われている。

太秦で行われる牛祭(１０月１２日)の時、面をかぶった踊りが行われる。この面の顔は完全に外国人の顔であり、牛を追い払う行事も行われる。ユダヤ民族の中にも同様の行事が毎年９月に行われており“ヨンキプア（YOMKIPPUR）”と呼ばれる贖罪の祭である。

京都には祇園祭があるが、この起源は伝染病の予防から発しているが、ユダヤでもソロモン王が初めて神殿を作って神にささげた時の祈りが同じく伝染病予防であったと旧約に書かれている。

又祭りの時に行われる山鉾巡行は７月１７日に行われるが、その日は大洪水が終わりノアの箱舟がアララト山に漂着した日でもある。

ちなみに祇園（ギオン）はユダヤの別名シオンから来ているとも言う。

  神輿（ミコシ）はモーゼの契約の箱（アーク）に形が似ている。アークの中にはユダヤ民族の三種の神器（十戒が書かれた石板、マナの入った金の壷、モーゼの兄　アロンの杖）が入っている。

これが日本の皇室の三種の神器とよく似ている。

· 八尺瓊勾玉（ヤサカニノマガタマ）＝　御璽（ぎょじ）として宮中に安置。

　　　　　　（マナの入っている金の壷）

· 八咫鏡（ヤタノカガミ）＝　天照大神が「私の御魂とし常に私の前にいるが如くうやまえ」

　　　（十戒の石板、鑑(かがみ)）　  と瓊瓊杵尊（ニニギノミコト）に授ける時言われた。

皇位を示す最高の宝物。伊勢神宮の御神体。

・　草薙剣（クサナギノツルギ）＝　初め天叢雲剣（アメノムラクモノツルギ）といい、素戔嗚尊　　　　

　　     　　（アロンの杖）　 　　（スサノオノミコト）が八岐大蛇の体内を退治した時、その尾から出た後に日本武尊（ヤマトタケルノミコト）の東征の折この剣で草を薙ぎ払い難を免れたことからこの名がつく。

熱田神宮に祀る。

　　　　　　　

　太秦の地名、マサはウル・シュメール起源のEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o(\s\up 9(フクロウ),梟)神をさす。

（この場合、マサのマは梟のことであり、サは布を意味する。）

　エジプトの神聖文字の表記は柴の布と梟の止まった台の図形化によってなされている。

　ウズはグブの訛音で、グブマサがウズマサとなったという説がある。

　グブとはインドに移住していた非アーリアン人種のエジプト系・ウル系・シュメール系人種の総称にほかならない。

　従って、太秦の地名は神代の頃、南回りの航路をとって我国に渡来移住した梟神を奉ずるシュメール系の種族が、彼等の住居を定めた土地という意味でもある。

　シュメール人はBC 3,000～2,000 年頃、チグリス・ユーフラテス下流のメソポタミア文明前期に海運によって世界各地で活躍しており、後セム人（ノアの長男系）に同化吸収され、ユダヤ系に連なる。

　又ウル地方はユダの祖アバラハムの生地でもある。

ユダヤ民族歴代志

初代

EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o(\s\up 9(930才),アダム)　　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o(\s\up 9(912才),セツ)　　 EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o(\s\up 9(905才),エノス)　　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o(\s\up 9(910才),カイナン)　　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o(\s\up 9(895才),マハラエル)　　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o(\s\up 9(962才),ヤレド)　　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o(\s\up 9(365才),エノク)     EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o(\s\up 9(969才),メトセラ)
 　　　　　10代

  EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o(\s\up 9(777才),レメク)　　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o(\s\up 9(950才),ノア)　　　 EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o(\s\up 9(600才),セム)　　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o(\s\up 9(438才),アルバクサデ)　　 EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o(\s\up 9(433才),シラ)　　 EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o(\s\up 9(464才),エベル)     EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o(\s\up 9(239才),ベルグ)     EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o(\s\up 9(239才),リウ)     ※

　　　　　　　　　　　ハム　　　クシ　　　ニムロテ（最初の権力者、バベルの塔で有名）　

　　　　　　　　　　 ヤベテ　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　20代

※ EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o(\s\up 9(230才),セルグ)　　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o(\s\up 9(148才),ナホル)　　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o(\s\up 9(205才),テラ)　　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o(\s\up 9(175才),アブラハム)　　　　　　　　　　　 ラケル(女)・・・側女ビルハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　 ラバン  　 レア(女)・・・側女ジルバ

                                ナホル　　ベトエル　　リベカ(イサクの妻) 　 

　　　　　　　　　　　　　　　  ハラン　　ロト（ソドムとゴモラで有名）

ハガル(サラの仕え女、エジプト人)

20代 　     　　　　　イシマエル（アラブの祖、１３７才）

アブラハム (ユダヤ民族の始祖)　　　　22代
　　　　　　　　　　　　イサク　　　ヤコブ（神にイスラエルと名付けられる。）　　

サラ(本妻)　　　　　　　　　　エソウ　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イスラエル：神と戦って勝ったことを意味する。

  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エル：神の意味を指す。　

ヤコブ　　　　　　　① ルペン

（イスラエル）　　　② シメオン                         アロン

①～⑥　　　　　　　③ EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o(\s\up 9(137才),レビ)     EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o(\s\up 9(133才),コハテ)    EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o(\s\up 9(177才),アムラム)      EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps10 \o(\s\up 9(120才),モーゼ)(エジプト脱出、十戒)

ヤコブとレアの子  　　

⑦、⑧　　　　　  　④ ユダ     ベルツ    ヘヅロン   ラム　 アミナダブ   ナション　サルモン

ヤコブとビルハ　  　⑤ イッカサル

の子　　　　　　　⑥ ゼブルン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ポアズ

⑨、⑩　　　　　　　⑦ ダン

ヤコブとジルバ　  　⑧ ナフタリ                           　エッサイ  　　　         オベテ

の子　　　　　　　⑨ ガド
⑪、⑫　　　　　　　⑩ アセル　　　　　　　　　　　　　　　 ダビデ（ユダヤ王国創始者）

ヤコブとラケル  　　⑪ ヨセフ
の子　　　　　　　⑫ ベニアミン　　　　              ソロモン(ユダ最盛期)　 南北王国に分裂。

　　　                 故エレメルク　　　妻ナオミ　　　　　           

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

オルパ　　故キリオン　故マロン 　　 妻ルツ　　　ポアズ　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　エリメレク家を絶やさず一切をポアズが       オベテ

　　　　　　　　引き継ぐことによって神に祝福された。　　　　　　

　　　　　　　　ルツはナオミと苦労を共にし、神に祝福　　　 エッサイ　

　　　　　　　　されその子孫ら名がイスラエルの内に高

く揚げられるようにと言われ、その通り       ダビデ

ダビデが出る。

　　　　　

南　（ユダ王国）

ユダ・ベニアミンの2種族。　

　　　　　　　　　

北   (イスラエル王国)　

　　　　ルペン、シメオン、レビ、イッカサル、ゼブルン、ダン、ナフタリ、ガド、アセル、ヨセフの10種族。

アブラハム、イサク、ヤコブ（BC 1900～1700）

モーゼの出エジプト（BC 1250）・・・釈迦も同年代

ダビデ（BC 1010～BC 970）・・・中国周時代（文王、太公望と同年代）

ソロモン（BC 970～931）

南北王国に分裂する（BC 922）

南（ユダ王国）首都エルサレム（BC 587 / 6 バビロニアに滅ぼされる。）

北 (イスラエル王国)　首都サマリア（BC 722 / 1 アッシリアに滅ぼされる。）

以　　上　　　　　　
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